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10.1 カメラを使う
本機に内蔵されたカメラを使って、写真や音声付きビデオクリップを撮影するこ
とができます。

カメラ画面を開く
●本体側面のカメラボタンを長押しします。
●[スタート] > [カメラ] を選択します。

カメラを終了する
●終了ボタンを押します。

キャプチャモード
本機のカメラを使い、さまざまなモードで画像やビデオクリップを撮影すること
ができます。既定のキャプチャモードはフォトに設定されています。

キャプチャモードを切り替える
ナビゲーションコントロールの上下ボタンを押してキャプチャモードを切り替え
ます。

現在のキャプチャモード
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このカメラでは、以下のキャプチャモードが使用できます。

対応ファイル形式
上記のキャプチャモードでは、次の画像形式で撮影できます。

カメラの操作
写真を撮影する
●カメラボタンまたはEnterボタン押し、写真や連絡先ピクチャを撮影します。
●ピクチャのテーマやパノラマ用写真を撮影するときは、1回ずつ Enter ボタン
を押します。

ビデオを撮影する
カメラボタンまたはEnter ボタンを押してビデオ録画を開始します。もう一度押
すと録画を停止します。

アイコン キャプチャモード

フォト 標準の静止画像を撮影します。

ビデオ ビデオクリップを音声付き／音声なしで撮影します。

MMS ビデオ EMnetメール で送信するビデオクリップを撮影しま
す。

連絡先ピクチャ 静止画像を撮影し、この画像をすぐに連絡先のフォト
ID として使用できます。

ピクチャのテーマ 静止画像を撮影し、フレームに挿入します。

パノラマ 同じ方向で連続した静止画像を複数撮影し、これらをつ
なぎ合わせて風景のパノラマビューを作成します。

キャプチャタイプ 形式

静止画像/連絡先ピクチャ/ピクチャの
テーマ/パノラマ

JPEG

ビデオ/MMSビデオ MPEG-4 (mp4)、H.263 (3gp)
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画面上のボタンとアイコン
カメラを起動すると、撮影画面は自動的に横画面表示に変わります。

1 ズーム ／ を選択してズーム倍率を切り替えます。キャプチャ
モードや解像度によって選択できる倍率が異なったり、ズー
ムが行えない場合があります。

2 モード切り替え キャプチャモードを切り替えることができます。

3 残り枚数／時間表示 フォト、連絡先ピクチャ、ピクチャのテーマ、パノラマでは、
現在の設定で撮影可能な残り枚数を提示します。ビデオモー
ドでは、録画可能な残り時間を提示します。
ビデオ録画中は、ここに録画経過時間が表示されます。

4 カメラアルバム アルバムで写真やビデオを表示します。

5 メニュー カメラ詳細設定画面を開きます。

6 録画インジケータ ビデオ録画実行中は赤いインジケータが点滅します。

フォトモード ビデオモード

1

2 3

5

4 6



181

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
楽
し
む

10

7 進度インジケータ ピクチャのテーマ、パノラマで、連続撮影の合計枚数を示し
ます。

ピクチャのテーマモード

7

パノラマモード

7
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ズーム
カメラで静止画像やビデオクリップをキャプチャするとき、被写体をより大きく
撮るためにズームインしたり、またはより広い範囲を撮るためにズームアウトす
ることができます。

ズームインする
ナビゲーションコントロールの右ボタンを押します。

ズームアウトする
ナビゲーションコントロールの左ボタンを押します。
画像やビデオクリップ撮影時のズーム範囲はキャプチャモードやキャプチャサイ
ズにより異なります。下表を参照してください。

キャプチャモード キャプチャサイズ設定 ズーム範囲

フォト 3M (2048 × 1536) 1.0× ～ 2.0×

2M (1600 × 1200) 1.0× ～ 2.0×

1M (1280 × 1024) 1.0× ～ 2.0×

大 (640 × 480) 1.0× ～ 2.0×

中 (320 × 240) 1.0× ～ 4.0×

ビデオ CIF (352 × 288) 1×、2.0×

大 (320 × 240) 1×、2.0×

中 (176 × 144) 1×、2.0×

小 (128 × 96) 1×、2.0×

パノラマ 大 (640 × 480) 1×、2×

中 (320 × 240) 1×、2×、4×

MMS ビデオ 中 (176 × 144) 1×、2.0×

小 (128 × 96) 1×、2.0×

連絡先ピクチャ 中 (320 × 240) 1.0× ～ 4.0×

ピクチャのテーマ テンプレートによる 使用するテンプレートのサイ
ズによる
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レビュー画面

レビュー画面の下にあるアイコンを選択すると、キャプチャした画像やビデオを
削除したり、メールで送信したり、その他の操作を行うこともできます。

静止画像やビデオクリップを撮影した
後、撮影した写真やビデオをレビュー
画面で確認できます。
画面中央のアイコンは、ナビゲーショ
ンコントロールのEnterボタン／上下
左右ボタンに割り当てられています。

アイコン 機能

戻る 選択するとカメラ画面に戻ります。

削除 選択するとキャプチャした画像やビデオを削除します。

送信 選択するとメールで送信します。

表示 選択すると、カメラアルバムで画像を表示したり、
Windows Media Player Mobile でビデオを再生したり
します。

アイコン表示／非
表示

選択するとレビュー画面のアイコンを非表示にします。
再度選択するとアイコンが表示されます。

連絡先に割り当て
る

選択すると写真を選択した連絡先に割り当てます（キャ
プチャモードが連絡先ピクチャのときのみ表示されま
す）。
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カメラ詳細設定画面
キャプチャモードで静止画像またはビデオクリップをキャプチャする場合、メ
ニューアイコン ( ) を選択すると、カメラ詳細設定画面を開くことができま
す。カメラ詳細設定画面では、キャプチャ設定を変更することができます。
使用可能なメニューやオプションは、キャプチャモードにより異なります。
表示される項目はキャプチャモードによって異なります。

●モード：フォト、ビデオ、連絡先ピクチャなど、異なるキャプチャモードを選
択します。キャプチャモードについては、「キャプチャモードを切り替える」
（P.178）をご覧ください。モードを切り替えると、選択しているモードで設
定できる項目が表示されます。

●セルフタイマー：写真または連絡先ピクチャを撮影する際、セルフタイマーの
時間を2秒または10秒に設定します。

●明るさ：画像の明るさを-2から+2の範囲で調整します。
●ホワイトバランス：ホワイトバランスを調整します。自動、日光、暗所、電球、
蛍光灯 から選択します。

●解像度：写真／ビデオの解像度を選択します。
●画質 ： すべての静止画像に対し、JPEG 画質を選択します。ベーシック、ノー
マル、ファイン、スーパーファインのいずれかを選択します。

●キャプチャ形式（動画のみ）： 任意のファイル形式を選択します。
●タイムスタンプ（フォトのみ）： 撮影日時を入れるかどうかを選択します。
●ストレージ：ファイルを保存する場所を選択します。メインメモリまたは
microSDカードに保存できます。

選択すると、撮影画面に戻
ります。

設定する項目を選択します。
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●バックライトを維持： カメラ使用中にバックライトを使用するかどうかを設定
します。カメラ使用時は、カメラのバックライト設定が通常時のバックライト
設定よりも優先されます。

●レビュー時間 : 写真やビデオを撮影後、自動的に保存してカメラ画面に戻る前
に、写真やビデオをプレビューする時間を設定します。時間制限を設定したく
ない場合は、[無限] を選択します。撮影後すぐにカメラ画面に戻る場合は、
[レビューしない] を選択します。

●効果： グレースケール、セピアなど、写真やビデオクリップに特殊効果を適用
することができます。

●測光モード ： 測光モードを選択すると、最適な露出を計算するため、カメラが
画像の中央のみで測光するか、または画像全体で測光するかを決定することが
できます。[中心エリア] を選択すると画像の中央で測光し、[平均]を選択する
と画像全体で測光します。

●保存ファイル名： キャプチャした画像やビデオクリップの名前の付け方を指定
します。[デフォルト] が選択されていると、キャプチャされたファイルは
IMAGE または VIDEO という名前と数字の組み合わせで表示されます（例：
IMAGE_001.jpg）。現在の日付または日付/時刻をプレフィックスとしてファ
イルを表示することもできます。

●カウンター： 既定では、新しくキャプチャされた画像やビデオファイルはプレ
フィックスと001、002などの番号で表示されるようになっています。この
番号を “001” にリセットするには、[リセット] を選択します。

●ちらつき調整： 室内で撮影する場合、カメラ画面の縦スキャンと蛍光灯の点滅
周波数との間で不整合が生じ、カメラ画面がちらつくことがあります。ちらつ
きを軽減するには、ちらつき調整を [自動] に設定するか、または本機をご利
用になっている地域の正しい周波数 (50Hz または 60Hz) に設定してください。

●音声録音（動画のみ）： ビデオクリップを音声と一緒に録画する場合は [オン]
を選択します。既定ではオンになっています。[オフ] を選択してビデオ撮影を
行うと、音声は録音されません。

●通知を表示（連絡先ピクチャモードのみ）：撮影した画像を連絡先に設定するこ
とを確認するメッセージを表示するかどうかを設定します。

●テンプレート（ピクチャのテーマモードのみ）： テンプレートを選択します。
●記録制限（ビデオモードのみ）： 録画可能な最長時間または最大ファイルサイズ
を指定します。
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●テーマフォルダ (ピクチャのテーマモードのみ)： 既定では、テンプレートは本
機メインメモリの￥My Documents￥Templates フォルダに保存されてい
ます。ファイル　エクスプローラなどを使ってmicroSDカードにテンプレート
を転送してある場合は、このオプションを [メイン+カード] に設定し、メイ
ンメモリとmicroSDカードの両方からテンプレートを読み取れるようにしま
す。

●方向 （パノラマモードのみ）： パノラマモードで画像をつなぎ合わせる方向を
選択します。

●連結枚数 （パノラマモードのみ）： パノラマでつなぎ合わせる写真の枚数を選
択します。

●バージョン情報：カメラのバージョン情報を表示します。
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10.2 カメラアルバム
カメラで撮影した写真やビデオクリップは、「カメラアルバム」で見ることができ
ます。カメラアルバムでは、画像の拡大表示やスライドショー表示、連絡先の画
像登録などを行うことができます。

アルバムを開く
以下のいずれかの手順でアルバムを開きます。
● [スタート] > [カメラアルバム] を選択します。
●カメラ起動中に を選択します。キャプチャモードによって、フォトまたは
ビデオのいずれかのカメラアルバムが表示されます。ビデオアルバムを表示す
るには、キャプチャモードをビデオまたはMMSビデオモードに切り替えます。

注意
･ ファイルによってはアルバム表示できない場合があります。対応しているファイ
ル形式については、「対応ファイル形式」（P.195）をご覧ください。

選択すると、カ
メラの撮影画
面に切り替わ
ります。

フォトモードからカメラ
アルバムを起動

ビデオモードからカメラ
アルバムを起動
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フォトアルバムの見かた
フォトアルバムでサムネイル画像を選択すると、その静止画を全画面表示します。
全画面表示画面では、画像の拡大／縮小表示やスライドショーなどの操作を行う
ことができます。
全画面表示中にEnterボタンを押して[メニュー]を押すと、以下のメニュー項目が表
示されます。

項目 機能

スライドショー スライドショーを開始します。

送信 画像が添付されたメールを作成します。

連絡先に保存 表示中の画像を連絡先に登録します。

削除 表示中の画像を削除します。

プロパティ 画像のファイルの情報を確認します。

オプション 画像やスライドショーの表示方法を設
定します。
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静止画を拡大表示する
全画面表示画面で[拡大]を押すと画像が拡大表示され、[縮小]を押すと画像が縮
小表示されます。ナビゲーションコントロールの上下左右ボタンを押して、拡大
表示する画像の位置を選択することができます。

前後の静止画に切り替える
静止画の表示中にナビゲーションコントロールの左右ボタンを押すと、前後の静
止画に切り替わります。

ヒント
･ 拡大表示しているときにEnterボタンを押すと、元の表示サイズに戻ります。

拡大 縮小

現在表示している
位置を表示します。
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画像をスライドショー表示する
フォトアルバム画面で[スライドショー ]を押すか、全画面表示画面で[メニュー ]
> [スライドショー] を選択すると、スライドショーを表示します。スライドショー
再生中にEnterボタンを押すと、スライドショーを停止します。

ビデオアルバムの見かた
ビデオアルバムのサムネイル画像を選択すると、Windows Media Playerでビデ
オを再生することができます。

カメラアルバムを終了してカメラに戻る
カメラアルバム画面で または を選択します。

カメラアルバムを終了する
カメラアルバム画面で終了ボタンを押します。

ヒント
･ Windows Media Playerでビデオファイルを選択し、[再生] を選択して再生す
ることもできます。（P.198）
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10.3 画像とビデオを使う
画像とビデオでは、本機に保存されている画像やビデオクリップを集め、整理し、
分類することができます。

画像とビデオを表示する
[スタート] > [画像とビデオ]を選択します。

メディアファイルを本機にコピーする
●PCやmicroSDカードから、本機のマイ ピクチャフォルダに画像やGIFアニ
メーションをコピーします。

●PCやmicroSDカードから、本機のマイ ビデオフォルダにビデオファイルをコ
ピーします。

ファイルのコピーや管理についての詳細は、「11.4 ファイルをコピー/管理する」
（P.218）をご覧ください。

ファイルタイプ ファイル拡張子

画像 bmp、jpg、gif、png

GIF アニメーション gif

ビデオ avi、wmv、mp4、3gp、3g2

オーディオ wma
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メディアファイルを表示する
1. [スタート] > [画像とビデオ]を選択します。
2. メディアファイルを選択し、[表示]または[再生]を選択します。

画像とビデオのメニューオプション
メディアファイルを選択して[メニュー]を押すと、実行可能なオプション一覧が
表示されます。

選択すると、選択中のメディアファイルを再生できます。

GIFアニメーションアイコン

ビデオアイコン

[メニュー] > [フォルダ]を選択すると、
他の階層を選択できます。
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設定しているメールアカウントを使用して送信したり、他のデバイスにビームし
たり、写真をスライドショーで表示したり、Windows Liveの自分のスペースに
送信したりできます。
[オプション]を選択すると、画像の設定やスライドショーの表示方法を設定でき
ます。

画像を編集する
簡単な操作で静止画ファイルの回転やトリミングが行えます。

1. 画像とビデオ画面で編集したい画像を選んで[表示]を押します。
2. [メニュー ] > [編集]を選択します。
3. [メニュー ]を選択して編集オプションを選択します。

4. [完了]を押します。

注意
･ 表示されるメニューオプションは、選択しているメディアファイルによって異な
ります。

ヒント
･ [回転]を選択するたびに、時計回りに90度ずつ画像が回転します。
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10.4 Windows Media Player Mobile を使う
Windows Media Player Mobile を使い、本機やネットワーク上のデジタルオー
ディオやビデオファイルを再生することができます。

Windows Media Player Mobile を起動する
[スタート] > [Windows Media] を選択します。

コントロールについて
以下は Windows Media Player Mobile で使用できるコントロールボタンです。
ファイルを再生/一時停止します。

画面とメニューについて
Windows Media Player Mobile には3つの主要画面があります。
●再生画面： 再生コントロール (再生、一時停止、次へ、戻る)とビデオウィンド
ウが表示される最初の画面です。この画面の外観は、他のスキンを選ぶと変更
することができます。

現在のファイルの最初、または前
のファイルにジャンプします。

ファイルを再生/一時停止します。

次のファイルにジャンプします。
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●プレイビュー画面： プレイビュー再生リストを表示する画面です。この再生リ
ストには、現在再生されているファイルと次に再生されるファイルが表示され
ます。

●ライブラリ画面： オーディオファイル、ビデオファイル、再生リストなどをす
ばやく見つけることができる画面です。

各画面で[メニュー ]を選択すると、実行可能なオプション一覧が表示されます。
各画面のメニューオプションについては、本機のヘルプをご覧ください。

対応ファイル形式
ビデオファイル

オーディオファイル

ファイル形式 ファイル拡張子

Windows Media Video wmv、asf

MPEG4 Simple Profile mp4

H.263 3gp、3g2

H.264 mp4、3gp、3g2、m4v

Motion JPEG avi

ファイル形式 ファイル拡張子

Windows Media Audio wma

MP3 mp3

MIDI mid

AMR ナローバンド amr

AMR ワイドバンド awb

AAC m4a
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ライセンスと保護されたファイルについて
保護されたファイルを PC から本機にコピーする場合、PCのWindows Media
Playerを使ってファイルを本機に同期させてください (PC から本機のデバイス
にドラッグするだけではコピーできない場合があります)。同期により、保護され
たファイルはライセンスとともにコピーされます。ファイルの同期に関する詳細
は、PCのWindows Media Playerのヘルプをご覧ください。

メディアファイルを本機にコピーする
最新バージョンのPCのWindows Media Playerを使い、メディアファイルを本
機に同期させます。PCのWindows Media Playerを使うと、保護されたファイ
ルはライセンスと一緒にコピーされます。

コンテンツを自動的に本機に同期する
Windows Media Playerバージョン11 での操作を例に説明しています。

1. PC で Windows Media Player を起動し、本機を PC に接続します。
2. デバイスセットアップウィザードでデバイス名を入力し、[ 完了 ] をク

リックします。

3. 一番左のウィンドウで本機のアイコンを右クリックし、[同期の設定]を
選択します。

4. [このデバイスを自動的に同期させる] にチェックを入れます。
5. 同期させる再生リストを設定し、[完了] をクリックします。

ファイルの同期が始まります。次回、デスクトップバージョンのWindows Media
Player を実行中に本機を PC に接続すると、自動的に同期が始まります。

ヒント
･ ファイルのプロパティでファイルの保護状態を確認することができます
 ([メニュー ] > [プロパティ ] を選択)。
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コンテンツを手動で本機と同期およびコピーする
1. 本機とPCとの間で同期設定を行っていない場合、「コンテンツを自動的

に本機に同期する」の手順1～3を実行します。

2. PCでWindows Media Playerの[同期]タブをクリックします。一番左
のウィンドウで再生リストまたはライブラリを選択します。

3. 中央のファイルリストから再生リストやメディアファイルを選択し、右
側の同期リストにドラッグ&ドロップします。

4.  同期リスト画面の下方にある [同期の開始] をクリックします。

注意
･ メディアファイルを本機に同期するには、PCで Windows Media Player 11
以上を使用してください。
･ PCのWindows Media Playerが本機へコピーするオーディオファイルの音質を
自動設定するよう構成されている場合、オーディオファイルのコピーが速くなり
ます。詳しくは、PCのWindows Media Playerのヘルプをご覧ください。

再生リスト ファイルリスト 同期リスト
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メディアの再生
Windows Media Player Mobile のライブラリを使って本機やmicroSDカード
に保存された音楽、ビデオ、再生リストなどを再生することができます。

ライブラリを更新する
1. ライブラリ画面を開くには、[メニュー ] > [ライブラリ] を選択します。
2. [メニュー] > [ライブラリ] を選択し、使用するメディア保存場所を選択

します。

3. 自動的にWindows Media Player Mobileのライブラリが更新されます。
[メニュー] > [ライブラリの更新]を選択すると手動でライブラリリストを更新す
ることもできます。本機やmicroSDカードにコピーした新しいファイルを確認で
きます。

本機でメディアファイルを再生する
1. ライブラリ画面を開くには、[メニュー ] > [ライブラリ] を選択します。
2. カテゴリを選択します (マイ ミュージック、再生リストなど)。
3. 再生するアイテム (アルバム、アーティスト名など) を選んで [再生] を

押します。

ヒント
･ 本機に保存されているが、ライブラリには保存されていないファイルを再生する
には、ライブラリ画面で [メニュー ] > [ファイルを開く] を選択します。再生
するアイテム (ファイルやフォルダなど) を選んで [再生] を押します。
･ インターネット上のメディアファイルを再生するには、[メニュー] > [ライブラ
リ] を選択し、[メニュー ] > [URL を開く] を選択してURLを入力します。
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再生リストを使う
再生リストとは、特定の順序でメディアファイルを再生するためのリストです。
再生リストを利用すると、オーディオやビデオファイルをグループごとにまとめ、
再生することができます。
PCのWindows Media Playerでメディアファイルの再生リストを作成し、本機
をPCのWindows Media Playerと同期させることができます。メディアの同期
については、「メディアファイルを本機にコピーする」（P.196）をご覧ください。
本機の Windows Media Player Mobile では、再生リストは再生リストカテゴ
リのライブラリに保存されています。また、プレイビューと呼ばれる一時的な再
生リストもあります。プレイビューには現在再生中のファイルと次に再生される
ファイルが表示されます。現在のプレイビュー再生リストに名前を付けて保存す
ると、本機で新しい再生リストを作成することができます。

新しい再生リストを保存する
1. ライブラリ画面を開くには、[メニュー ] > [ライブラリ] を選択します。

2. カテゴリを選択します (マイミュージック、再生リストなど)。
3. メディアファイルを選択し、[メニュー] > [再生待ちに追加] を選択し

ます。これでファイルはプレイビューリストに追加されます。
希望のメディアファイルがすべてプレイビューリストに追加されるまで、このス
テップを繰り返してください。

4. メディアファイルを追加した後、[メニュー] > [プレイビュー] を選択
します。

5. プレイビュー画面で [メニュー ] > [再生リストの保存] を選択します。

6. 再生リスト名を入力し、[終了] を押します。
7. 作成した再生リストを再生するには、ライブラリで [再生リスト] を選

択し、任意の再生リストを選択して [再生] を押します。

注意
･ 同時に複数のファイルを選択することはできません。
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トラブルシューティング
Windows Media Player Mobile を使用中に問題が生じた場合は、問題解決のた
めのさまざまなサポートが用意されています。
詳しくは、 Microsoft Web サイトの Windows Media Player Mobile のトラブ
ルシューティングページ (http://www.microsoft.com/japan/windows/
windowsmedia/player/windowsmobile/) をご覧ください。



201

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
楽
し
む

10

10.5  オーディオプレーヤー
オーディオプレーヤーは、音楽ファイルの管理と再生を行うソフトです。デバイ
ス上にあるすべての音楽ファイルにアクセスし、曲名、アーティスト名、アルバ
ム名などのカテゴリで整理することで、聞きたい曲を簡単に表示することができ
ます。また、お気に入りの曲をまとめたプレイリストを作成して、ミュージック
プレーヤーで再生することもできます。

オーディオプレーヤーを起動する
[スタート] > [オーディオプレーヤー ]を選択します。

注意
･ オーディオプレーヤーは、本体メモリとmicroSDカード上にあるMP3、WMA、
AAC、AAC+フォーマットの音楽ファイルを検索します。それぞれの検索対象
は、以下の場所となります。
本体メモリ：　　 ￥Music
　　　　　　　　 ￥My Documents（すべてのサブフォルダを含む）
microSDカード : ￥メモリ カード（すべてのサブフォルダを含む）
･ 音楽ファイルからアーティスト名、アルバム名、ジャンルなどのメタデータが見
つかった場合、自動的にカテゴリ分類が行われます。
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ライブラリ
オーディオプレーヤーのライブラリ画面では、サブメニューが利用可能な項目に
矢印が付きます。項目名を選択することで、サブメニューを開くことができます。

1 ファイル名や曲名から音楽ファイルを探し出すサブメニューを開きます。

2 再生リストを作成、再生するサブメニューを開きます。

3 選択されたカテゴリから音楽を探し出すサブメニューを開きます。

4 再生画面に切り替えます（ミュージックプレーヤーは自動的に再生を開始しない
ため、再生アイコンを選択する必要があります）。

5 現在のサブメニュー名を表示します。[戻る]を押すことで上位メニューに戻ります。

6 すべての曲画面を表示している場合、音楽ファイルのファイル名または曲名を表
示します。選択またはナビゲーションコントロールボタンを使うことで、音楽ファ
イルを選択して再生することができます。アーティスト、アルバムなどカテゴリ
を表示する画面の場合、さらにサブメニューを開くことができます。選択もしく
はナビゲーションコントロールボタンをお使いください。

1
2

3

4

5
6

ライブラリ：メイン画面 ライブラリ：すべての画面
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ライブラリのメイン画面にあるカテゴリ名を選択すると、階層が複数あるサブメ
ニューが表示されることがあります。たとえば、[アーティスト]を選択すると、
複数のアーティスト名がリスト化されたサブメニューが表示されます。そのアー
ティスト名のいずれかを選択すると、さらにアルバム名がリスト化されたサブメ
ニューが表示されます。再生する曲名を選択するまでサブメニューが表示されま
す。
DRM(デジタル著作権管理)で保護された音楽ファイルは、[著作権保護]のカテゴ
リに分類されます（AAC+、MP3のみ）。ファイル情報を確認する場合は、ファ
イルを選択して[メニュー ] > [プロパティ ]を選択してください。曲名の前に×
印が表示されている音楽ファイルは、権利が無効のため再生することができませ
ん。 [削除]を選択してファイルを削除できます。

注意
･ オーディオプレーヤーを終了しても、前回最後に開いたサブメニューが記憶さ
れ、次回起動時に表示されます。ライブラリのメイン画面に戻るには、画面上部
にあるサブメニュー名を選択します。
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再生画面の見かた
オーディオプレーヤーのライブラリの曲を選択すると、音楽ファイルが再生され
ます。再生画面では、以下のコントロールボタンを使用できます。

ヒント
･ [メニュー ] > [終了]を選択すると、オーディオプレーヤーが終了します。次回
オーディオプレーヤーを起動したときは、再生画面が開きます。[ライブラリ]を
押すと、オーディオプレーヤーのライブラリ画面に戻ります。

オプションメニュー
を表示します。再生／一時停止

次の曲へジャンプし
ます。

再生時間

シャッフル

前の曲にジャンプし
ます。

ライブラリ画面に戻
ります。

曲の再生状況を調節
します。

リピート
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再生リスト
再生リストは連続再生を行うための音楽ファイル一覧です。本体メモリと
microSDカードの再生リストが画面に表示されます。
再生リスト画面には次の再生リストが表示されます。
･Windows Media Player再生リスト : Windows Media Player Mobileラ
イブラリにある再生リストで（PCのWindows Media Playerに同期）、
Windows Media Playerアイコン( )が表示されます。オーディオプレーヤー
のミュージックプレーヤーで再生できますが、編集を行うことはできません。
･カスタム再生リスト：オーディオプレーヤーで作成した再生リストです。自由に
編集できます。

注意
･ オーディオプレーヤーは、以下の場所について再生リストを検索します。
デバイス          ：￥ApplicationData\HTC\AudioManager\playlists
                      ：￥Playlists
microSDカード： ￥メモリ カード\Playlists
･ 上記フォルダは、オーディオプレーヤーで再生リストを作成したり、PCの
Windows Media Playerの再生リストを同期するまで作成されません。
･ Windows Media Playerの再生リストが音楽、ビデオ、画像ファイルを含む場
合は、オーディオプレーヤーでは音楽ファイルのみが認識されます。
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再生リストを作成する
1. ライブラリメイン画面で[再生リスト]を選択します。
2. 再生リスト画面で[メニュー ] > [新規作成] を選択します。
3. 再生リスト名を入力し、[OK]を押します。
4. 再生リスト画面で作成した再生リストを選択し、[メニュー ] > [編集]

を選択します。

5. [メニュー ] > [追加] を選択します。
6. 再生リストに追加する曲のタイトルにチェックを入れます。すべての曲

を追加するときは、[メニュー ] > [すべて選択] を選択します。

7. [OK]を押すと、再生リストに登録された曲が表示されます。
8. [OK] を押すと、再生リストが保存されます。保存を知らせるメッセー

ジに対して[OK]を押し、再生リストの一覧画面に戻ります。

再生リストを再生する
1. 再生リスト画面で再生リストを選択します。
2. 最初に再生する曲を選択します。オーディオプレーヤーが起動し、再生

リストの再生が始まります。

再生リストを編集する
1. 再生リスト画面で編集したい曲を選択します。
2. [メニュー ] > [編集]を選択します。
3. [メニュー]を押し、編集オプションから項目を選択して、曲の追加やコ

ピー、削除などを行います。

4. 編集が終わったら、[OK]を2回選択します。

注意
･ 音楽ファイルが本体メモリまたはmicroSD カードから削除された場合、再生リ
ストの内容は自動的に更新されません。再生リストの音楽ファイルが削除された
場合は、通知メッセージが表示されます。
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5. 再生リスト画面に戻るには、再生リスト名を選択します。

再生リストを他の再生リストにコピーする
1. 再生リスト画面でコピーする再生リストを選択します。
2. [メニュー ] > [再生リストにコピー ] を選択します。
3. コピー先の再生リストを選んで[追加]を押します。新規の再生リストを

作成する場合は、[新規プレイリスト]を選択します。
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10.6 オーディオブースター
オーディオブースターは音楽を聴くときのサウンド設定を調節するためのプログ
ラムです。オーディオブースターでは、3Dサウンドや高音・低音の調節をした
り、イコライザのプリセット設定をカスタマイズしたりできます。

オーディオブースターを開く
[スタート] > [オーディオブースター ] を選択します。

注意
･ オーディオブースターを起動するときは、イヤホンマイクを本体のミニ USB 端
子に接続する必要があります。
･ オーディオブースターは、Bluetoothヘッドセットでは利用できません。

名称 機能
1 イコライザプリセット プリセット設定されているイコライザを選択します。
2 オン イコライザのオン／オフを設定します。イコライザを有

効にするには、[オン] にチェックを入れて、イコライザ
設定を調節します。詳細については、「イコライザのプリ
セットをカスタマイズする」（P.210）をご覧ください。

3 完了 オーディオブースターの変更内容を適用します。

1

3 5

4

2
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イコライザ
イコライザでは、あらかじめ設定されているヒップホップ、ジャズ、ロックなど
のプリセット設定を選択して、最適な音質で楽曲を再生することができます。
また、イコライザを手動でカスタマイズして、お好みの音質で楽曲を再生するこ
ともできます。

プレイセットを選択する
1. [オン] にチェックを入れて、イコライザを有効にします。
2. イコライザプリセットを選択して、リストからプリセットするイコライ

ザを選択します。

4 周波数コントロール ナビゲーションコントロールを使って、各バンドの周波
数を調節します。

5 メニュー 変更内容を適用せずにオーディオブースターを閉じる
には、[メニュー ] > [キャンセル] を選択します。

名称 機能
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イコライザのプリセットをカスタマイズする
1. イコライザプリセットを選択して、リストからカスタマイズするイコラ

イザのプリセットを選択します。

2. 周波数コントロールを選んでEnterボタンを押し、ナビゲーションコン
トロールの上下左右ボタンでイコライザの設定を調節します。
イコライザの現在の設定値が各コントロールの上部に表示されます。

3. 調節が終わったら、Enterボタンを押します。
4. [メニュー] > [プリセットとして保存] を選択して設定内容を保存しま

す。

5. プリセット名を入力して、[完了]を押します。
作成したプリセット名がドロップダウンメニューに追加されます。

イコライザのプリセットを削除する
1. イコライザプリセットを選択して、リストから削除するイコライザのプ

リセットを選択します。

2. [メニュー ] > [プリセットを削除] を選択し、[はい]を選択します。

注意
･ カスタムプリセットのみ削除できます。あらかじめインストールされているイコ
ライザプリセットは削除することはできません。


	マルチメディアを楽しむ
	10.1 カメラを使う
	10.2 カメラアルバム
	10.3 画像とビデオを使う
	10.4 Windows Media Player Mobile を使う
	10.5 オーディオプレーヤー
	10.6 オーディオブースター



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




